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会員の皆様とともに環境保全を考え、�
地域社会と一体になって活動に取り組みます。�

コスモ・ザ・カード「エコ」を、2002年

4月に発行して以来、わずか1年で56 ,�

000人以上の方々にご入会いただき

ました。ありがとうございます。これに

よって、予想をはるかに上回る方々が、

私たちとともに環境保全を考え、推進

していく意思をお持ちであることを知

りました。そして会員様の数は、現在も

増え続けています。�

私たちは、より効果的な環境保全活動

を行うために、2つのことを実践してい

きます。ひとつは、単なる金銭的な援助

ではなく、私たちのスタッフが実際に

プロジェクトの地に入って、N P O や

NGOなどのプロジェクトパートナーや、

支援が実施される地域社会の方々と

ともに活動に取り組んでいくことです。

そしてもうひとつは、活動を通して得

た環境問題の実態などについて、あり

のままに広く伝えていくことです。この

報告書も、会員の皆様へのご報告だけ

でなく、より多くの方々に環境問題に

関心を持っていただくことを目的に発

行しています。�

一個人、一企業、一基金の力では、その

活動や影響力に限界がありますが、こ

れらが有機的に結びつき、環境保全の

輪が広がれば、大きな力となります。今

後も「ずっと地球で暮らそう。」という

合い言葉にふさわしい環

境保全活動を、皆様とと

もに積極的に推進してい

きたいと考えていますの

で、よろしくお願いします。�

コスモ石油エコカード基金�

理事長　 森川 桂造�

■目次�

�

2002年度の収支報告／2003年度の計画　　　P.3～4�

熱帯雨林保全プロジェクト　　　　　　　　　　　P.5～8�

南太平洋諸国支援プロジェクト　　　　　　　　　　　P.9�

シルクロード緑化プロジェクト　　　　　　　　　　 P.10�

循環型農業支援プロジェクト　　　　　　　　　　　P.11�

国内希少自然保全プロジェクト　　　　　　　　　　P.12�

棚田保全プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　P.13�

コスモ・ザ・カード「エコ」以外の活動　　　　　　　P.14

２�

                                   ・・・・・・�

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

           ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

                        ・・・・・・・・・・・・・・・�

　　　�


